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区 政 のお知らせ
足 立 区 役 所 第74 号

新
年
を
迎
え
て
　
足

立
区

長
　大

山

雅

二

区
民
の
皆
様

新
年
お
目
出
度
う
存
じ
ま
す
。
一
陽
来
福
の
春
、
私
は
先
づ
区
民
各
位

の
御
幸
福
を
心
か
ら
念
願
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
目
標
と
し
て
今

年
も
努
力
致
す
覚
悟
を
新
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

扨
て
昨
二
十
八
年
を
省
み
ま
す
と
、
色
々
大
き
な
ニ
ユ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
皇
太
子
殿
下
御
外
遊
の
如
く
平
和
日
本
建
設
の
た
め
大
い
に
貢
献
遊

ば
さ
れ
た
、
結
構
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
九
州
、

近
畿
を
襲
つ
た
大
水
害
と
、天
候
不
調
に
よ
る
全
国
的
の
不
作
は
、
独
立

復
興
途
上
に
あ
る
日
本
と
し
て
は
誠
に
大
き
な
障
碍
と
相
成
つ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。
天
候
の
不
順
は
人
為
の
如
何
と
も
致
し
か
ね
る
処
で

あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
大
水
害
を
小
水
害
に
致
す
こ
と
は
、
人
の
努
力
に

よ
つ
て
可
能
で
あ
り
ま
す
。
低
湿
地
帯
と
言
わ
れ
て
い
る
吾
が
足
立
区
に

お
き
ま
し
て
も
水
害
の
防
除
施
設
と
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

第
二
に
足
立
区
の
発
展
は
区
内
中
小
企
業
の
堅
実
な
発
展
に
俟
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
、
商
工
業
並
び
に
農
業
の
振
興
に
充
分
素
材
を
も
つ
当
区
は
産

業
経
済
中
心
地
区
と
し
将
来
あ
る
を
信
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
足
立
区
産
業
会
館
の
建
設
が
近
く
着
工
の
運
び
と
相
成
り

ま
す
。
次
に
以
上
と
も
関
係
の
あ
る
、
区
内
道
路
及
び
橋
梁
の
整
備
で
、

環
状
第
七
号
道
路
並
び
に
飯
塚
橋
梁
工
事
の
促
進
と
と
も
に
足
立
区
永
年

計
画
と
し
て
目
下
進
行
中
の
地
区
計
画
を
樹
立
し
都
市
計
画
の
基
礎
と
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
第
四
に
は
教
育
の
刷
新
で
、
教
育
委
員
会
の
立

案
を
尊
重
し
、
二
部
教
授
の
撤
廃
と
老
朽
校
舎
の
改
築
に
最
善
の
努
力
を

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。又
社
会
民
生
方
面
と
し
て
は
児
童
会
館
の
建

設
、
遺
家
族
、
留
守
家
族
の
援
護
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
挙
げ
て
ま
い
り

ま
す
と
い
く
ら
も
解
案
す
べ
き
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
大
略
以
上
を
考
え

て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

足
立
区
議
会
議
長

宮

入

五

郞

区
民
の
皆
様
、
新
年
お
芽
出
庚
う
ご
ざ
い
ま
す

「
ど
う
ぞ
今
年
は
明
る
い
、
楽
し
い
歳
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

顧
り
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
六
十
年
或
は
七
十
年
振
り
と
云
う
よ
う
な

稀
有
の
天
候
に
支
配
さ
れ
て
、
香
ば
し
く
な
い
事
柄
が
続
き
、
吾
国
が
暗

い
表
情
に
覆
わ
れ
る
と
い
う
事
が
数
々
あ
り
ま
し
た
。

又
区
政
に
就
い
て
も
多
事
多
難
の
年
で
あ
り
ま
し
て
、
大
い
に
努
力
致

し
ま
し
た
け
れ
ど
、
未
だ
力
及
ば
ず
未
解
決
の
事
件
も
あ
り
ま
し
た
が
、

是
れ
ら
につ
い
て
は
、
吾
々
議
員
に
於
い
て
も
過
去
を
顧
み
職
責
に
行
動

に
、
大
い
に
反
省
を
加
え
る
と
共
に
改
善
、
促
進
の
実
が
揚
る
よ
う
努
力

す
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

本
年
は
午
年
で
あ
り
、
古
来
景
気
の
跳
上
る
年
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す

当
区
に
於
い
て
も
前
記
未
解
決
の
問
題
と
取
組
み
、
早
期
解
決
を
期
す
と

共
に
更
に
区
行
政
一
般
に
対
す
る
研
究
と
好
意
あ
る
区
理
事
者
え
の
監
督

提
携
と
に
よ
つ
て
明
る
い
区
政
の
進
展
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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年
々
向
上
の
一
途

明
る
い
足
立
区
建
設
へ
の
道

一
年
の
計
を
た
て
る
べ
き
元
旦
に

あ
た
り
、
昭
和
二
十
八
年
を
振
り

返
り
、
区
政
の
運
営
状
況
を
載
せ

て
、
区
民
各
位
の
御
批
判
を
仰
ご

う
と
す
る
の
は
、
時
期
を
得
ぬ
方

法
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。
が
、
す
べ
て
区
の
行

政
が
、
議
会
の
議
決
に
よ
つ
て
執

行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
元

旦
に
あ
る
一
年
の
企
画
が
、
前
年

の
長
を
と
り
、
短
を
す
て
た
世
論

と
な
つ
て
議
会
に
反
映
し
、
そ
こ

か
ら
区
民
各
位
が
望
ん
で
い
る
足

立
区
政
が
執
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、

従
来
か
ら
叫
ば
れ
て
き
た
「
明
る

い
住
み
良
い
足
立
区
」
の
建
設
は

急
ピ
ツ
チ
で
は
か
ど
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
本
号
は
そ
の
意
味
に

お
い
て
編
集
し
た
の
だ
が
、
更
に

足
立
区
に
住
ん
で
区
の
面
積
を
知

ら
ず
、
区
の
大
ま
か
な
財
政
状
況

も
良
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
不
便
を
感
じ
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
人
々
も
少
く
な
い

と
考
え
て
、
敢
て
昭
和
二
十
八
年

に
限
ら
ず
、
一
部
に
お
い
て
は
数

年
前
か
ら
の
統
計
表
に
よ
り
区
政

の
進
展
状
況
を
示
す
と
共
に
、
区

の
概
要
に
触
れ
て
み
た
。

=
区
の
面
積
=

総
面
積
　
三
、
四
七
方
型
(
五
三

八
五
九
平
方
粁
)
人
口
密

度
(
一
平
方
粁
)
五
、
七

五
三
人
)

東
西
　
二
里
二
五
町
(
一
〇

五
八
二
粁
)

南
北
　
二
里
一
〇
町
(
八
、

九
七
六
粁
)

東
端
―
長
門
町
　
西
端
―
新
田
上

町
　
南
端
―
千
住
曙
町
　
北
端
―

舎
人
町

区
の
面
積
は
二
十
三
区
中
第
二
位

で
農
地
面
積
は
第
一
位
で
あ
る
。

=
区
の
人
口
・
世
帯
=

昭
二
八
、
一
二
、
一
現
在

世
帯
数
　

七
〇

、
一
二
二

人

口
　
三
一
一
、
四
一
〇

男
　

一
五
八
、
七
四
〇

女
　

一
五
二
、
六
七
〇

(一
世
帯
平
均
人
員
四
、
四
四

人
)

な
お
別
図
の
よ
う
に
本
区
の
人
口

は
戦
後
上
昇
の
一
途
を
た
ど
り
、

区
の
躍
進
振
り
を
示
し
て
お
り
、

現
在
二
十
三
区
中
第
七
位
と
な
つ

て
い
る
。

=
人

口
移
動
=

昭
和
二
十
八
年
に
お
け
る
区
の
人

口
移
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

転
入
　
三
六
、
五
六
八
人

転
出
　
二
九
、
五
一
三
人

出
生
　
　
四
、
九
八
四
人

死
亡
　
　
一
、
七
四
二
人

以
上
の
通
り
、
自
然
増
三
、
二
四

二
人
、
移
動
増
七
、
〇
五
五
人
と

な
つ
て
い
る
。

な
お
一
日
平
均
の
出
生
は
一
、
三

七
人
、
死
亡
は
三
、
八
人

年 次 別 人口推 移

財

政

予
算
は
最
小
の
経
費
を
以
て
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
と
い
う
経
済
原

則
に
従
つ
て
編
成
さ
れ
執
行
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
「
財
政
事
情
の
作
成
と

公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
い
て

毎
年
五
月
と
十
一
月
の
二
回
、
そ

の
実
情
を
公
表
し
、
区
民
各
位
の

御
協
力
を
願
つ
て
い
る
の
で
、
重

複
を
避
け
る
た
め
に
省
略
し
た
。

次
に
別
表
の
よ
う
に
終
戦
後
の
本

区
財
政
事
情
を
年
度
毎
に
比
較
す

る
と
、
年
々
漸
増
の
一
途
を
た
ど

つ
て
来
た
が
、
こ
れ
は
経
済
の
変

動
、
物
価
の
昂
騰
に
の
み
原
因
す

る
の
で
は
な
く
、
教
育
、
民
生
、

土
木
、
経
済
等
の
各
行
政
部
門
の

充
実
発
展
、
即
ち
区
政
の
進
展
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

昭
和
二
十
八
年
度
は
区
経
済
頭
初

予
算
で
一
般
会
計
三
五
九
、
七
八

五
、
四
九
五
円
、
質
屋
事
業
会
計

三
〇
、
二
二
九
、
八
二
九
円
を
計

上
し
、
そ
の
後
一
般
会
計
に
六
三

制
整
備
費
、
道
路
清
掃
、
公
共
便

所
等
に
対
す
る
所
要
経
費
二
二

七
、
〇
三
三
、
五
〇
五
円
を
追
加

計
上
し
、
ま
た
都
経
済
に
つ
い
て

も
教
育
費
、
労
働
費
、
住
宅
建
設

費
等
の
執
行
委
任
を
受
け
、
昭
和

二
十
八
年
十
二
月
末
現
在
で
は
表

の
金
額
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
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土

木区
政
進
展
の
原
動
力

本
年
に
期
待
さ
れ
る
去
年
の
工
事

道
が
良
く
な
り
、

道
路
側
溝
が
完
備

さ
れ
、
橋
梁
が
新

設
或
い
は
復
旧
さ

れ
れ
ば
、
交
通
の

至
便
か
ら
産
業
、

文
化
、
そ
の
他
の

あ
ら
ゆ
る
部
門
に

お
け
る
区
政
の
発
展
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
本
区
で
は
特
に
土
木
事

業
に
は
力
こ
ぶ
を
入
れ
、
昨
年
中

に
、別
表
の
よ
う
な
工
事
を
完
了

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
区
政
へ
の

プ
ラ
ス
は
、
本
年
中
に
そ
の
答
え

と
な
つ
て
現
わ
れ
る
に
違
い
な
い

昨 年の主な る土木事業
道路補修 路面補修

側溝改修 橋梁

排水場新設 荒川放水路運動場整地 護岸復旧

水路改修

街路照明灯修理 公 園 整 備 児童遊園新設

産

業

堤
南
に
お
け
る
商
業
、
堤
北
の
農

業
、
江
北
方
面
の
工
業
と
、
大
よ

そ
三
つ
の
地
区
に
わ
け
て
分
類
さ

れ
る
本
区
の
産
業
は
地
域
の
広
大

と
相
侯
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
都
内
有

数
の
地
位
を
占
め
て
お
り
、
荒
川

放
水
路
堤
塘
敷
の
開
発
、
千
住
花

火
の
開
催
に
加
え
て
前
述
の
土
木

事
業
の
促
進
に
よ
る
交
通
網
の
整

備
等
か
ら
、
将
来
益
々
発
達
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

=
農

業
=

耕
地
面
積
　
二
、
四
九
九
町

田
　
　

一
、
五
四
五
町

畑
　
　
　
　

九
四
四
町

農
家
人
口
　
一
九
、
二
三
六
人

男
　
　
　

九
、
二
六
八
人

女
　
　
　

九
、
九
六
八
人

戸
数
　
　

二
、
八
二
八
戸

で
区
内
人
口
比
は
六
、
二
%
と
な

つ
て
い
る
。

主
な
る
農
作
物
、
作
付
面
積
、
収

獲
高
、
供
出
高

米
(
水
稲
)

作
付
面
積
　
一

四

、
七
九
六
反

収
獲
高
　
　

二
九
、
四
四
四
石

大
麦作

付
面
積
　
二
一
七
反

収
獲
高
　
　

二
六
〇
石

小
麦作

付
面
積
　
四
八
七
反

収
獲
高
　
　

五
八
七
石

裸
麦作

付
面
積
　

三
四
反

収
獲
高
　
　

四
四
石

甘
藷作

付
面
積
　

二
〇
〇
反

収
獲
高
　
　六
八
、
〇
〇
〇
貫

馬
鈴
薯

作
付
面
積
　
三
〇
〇
反

収
獲
高
　
　九
〇
、
〇
〇
〇
貫

そ
の
他

作
付
面
積
　一
三
、
二
六
八
反

収
獲
高

八
、
一
八
六
、
〇
〇
〇
貫

以
上
の
通
り
で
米
の
供
出
量
は
七

六
八
六
石
と
都
内
の
四
割
を
占
め

そ
の
他
の
農
産
物
は
足
立
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
荒
川
、
葛
飾
の
隣
接

区
を
は
じ
め
城
北
地
区
の
台
所
を

賄
う
重
要
な
穀
倉
と
な
つ
て
い

る
。
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教 育 校
舎
の
増
築
に
拍
車

図
書
館
利
用
者
も
激
増

全
国
の
大
き
な
関

心
を
集
め
て
開
設

さ
れ
た
夜
間
中
学

の
設
置
や
、
精
神

薄
弱
児
童
の
教
育

の
た
め
に
特
殊
学

級
を
設
け
る
な
ど

数
年
来
か
ら
地
域

の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
、区
の
教

育
行
政
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
つ

つ
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
年
の

年
末
に
お
け
る
本
号
で
、
教
育
委

員
会
の
一
周
年
を
記
念
し
、
こ
れ

ら
の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

た
の
で
な
る
べ
く
重
復
を
避
け
な

が
ら
、
昭
和
二
十
八
年
の
区
教
育

行
政
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

学
校
建
設
状
況

○
中

学

校

第
九
中
学
校
　
二
教
室
増
築

第
五
　
　〃
　

四
　
〃
　
〃

第
十
六
　〃
　

一
四
〃
新
築

第
十
五
　〃
　

四
　
〃
増
築

第
八
　
　〃
　

六
　
〃
　
〃

第
三
　
　〃
　

講
堂
新
築

○
小

学

校

千
寿
小
学
校
　
六
教
室
増
改
築

東
淵
江
〃
　
　
一
〇
〃
　
〃

千
寿
五
分
校
　
四
　
〃
増
築

梅
二
小
学
校
　
四
　
〃
　
〃

梅
一
分
校
　
　
六
　
〃
　
〃

本
木
分
校
　
　
八
　
〃
新
築

千
四
小
学
校
　
講
堂
新
築

計
　
　

六
八
教
室

二
　
講
堂

学
事
関
係

○
養
護
学
園

第
九
期
生
　

四
十
九
人

第
十
期
生
　

六
十
七
人

○
臨
海
学
園

中
学
校
　

教
員
　

七
三
人

生
徒
　

九
三
一
人

小
学
校
　

教
員
　

一
八
九
人

生
徒
　
二

、三
九
〇
人

○
結
核
検
診

小
学
校

ツ
反
応
　

三
七
、〇
六
九
人

B
C
G

接
種
　
一
、七
一
四
人

中
学
校

ツ
反
応
　

一
三
、七
七
三
人

B
C
G

接
種
　
三
、九
八
四
人

○
学
校
給
食

実
施
校
　
二
八
校

一
週
四
日
制
(
B
型
)
一
二
校

同
　
三
日
制
(
C
型
)
一
六
校

社
会
教
育
関
係

○
区
民
映
画
会

一
四
回
開
催
　

参
加
者
二
三
、

〇
〇
〇
名

○
巡
回
映
画
会

二
三
三
回
開
催

児
童
　

七
九
、七
五
〇
名

一
般
　

五
七

、三

五
〇
名

計
　

一
三
七

、五
〇
〇
名

○
移
動
図
書
館
利
用
状
況

出
動
回
数
　

五
一
回

利
用
図
書
数
　
一
三

、六
〇
九
冊

利
用
者
数

一
般
　

七

、一
八
〇
人

児
童
　

六
、四
二
九
人

計
　

一
三
、六
〇
九
人

○
区
立
図
書
館
利
用
状
況

千
住
図
書
館

利
用
者
数
　
四
七
、二
三
四
人

一
般
　
　
　
四
〇

、三
二
〇
人

児
童
　
　
　
　
六
、九
一
四
人

貸
出
図
書
数五

五
、七
二
八
冊

梅
島
図
書
館

利
用
者
数
　
四
〇
、〇
八
二
人

一
般
　
　
　
三
三
、六
八
八
人

児
童
　
　
　
　
六
、三
九
四
人

貸
出
図
書
数

五
一
、五
五
一
冊

議

会

昭
和
二
十
八
年
中
に
開
か
れ
た
区

議
会
本
会
議
、
委
員
会
及
び
審
議

可
決
ら
れ
た
案
件
は
次
の
通
り
で

あ
る本

会
議
　
　

七
回

委
員
会
　

六
五
回

審
議
可
決
さ
れ
た
案
件

条
例
に
関
す
る
も
の
一
九
件

区
有
財
産
に
関
す
る
も
の六

件

学
校
設
置
又
は
廃
止
に
関
す

る
も
の
　
　
　
　
　
　
六
件

予
算
に
関
す
る
も
の
　
七
件

寄
附
受
領
に
関
す
る
も
の三

件

そ
の
他
　
　
　
　
　
一
一
件

計
　
　
　
　
　
　
五
二
件

民
政

民
生
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
身

体
障
碍
者
福
祉
法
等
に
よ
る
一
連

の
民
生
事
業
は
、
都
内
で
は
福
祉

事
務
所
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
区
役
所
の
い
わ
ゆ
る
足
立

区
の
民
生
行
政
は
間
接
的
な
区
民

の
福
利
厚
生
を
主
眼
と
し
た
も
の

に
お
か
れ
て
い
る
。
が
、
福
祉
事

務
所
と
絶
え
ず
密
接
な
連
絡
を
と

り
、
生
活
困
窮
者
や
そ
の
子
弟
に

対
し
、
側
面
的
援
助
を
な
し
て
い

る
こ
と
も
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。

民
生
事
業
関
係

○
本
木
診
療
所
利
用
状
況

一
般
有
料
　
　
五
、二
五
五
人

生
活
保
護
法
に
よ
る
者

六
、〇
一
五
人

健
康
保
険
法
に
よ
る
者

一
、四
一
三
人

結
核
予
防
法
に
よ
る
者

一
三
九
人

計
　
　
　
一
二
、八
二
二
人

保
育
事
業
関
係

本
区
内
の
保
育
児
童
は
公
私
合
わ

せ
て
八
一
三
名
お
り
、
適
格
幼
児

二
四
、
〇
〇
〇
人
と
し
て
約
三
四
%

に
対
し
保
育
を
実
施
し
て
い
る

訳
に
な
る
。

○
簡
易
保
育
所
(
主
と
し
て
日
傭

労
務
者
の
子
弟
)

一
か
所
　

六
五
人

○
保
育
園
(

主
と
し
て
生
活
困
窮

者

の
子
弟
)

三
か
所
　

二
七
八

人

○
農
繁
期
保
育
所
(

春
秋
二
回
開

設
す
る
)

四
か
所
　

八
〇
〇
人

○
公
益
質
屋
利
用
状
況

千
住
公
益
質
屋

貸
付
金
額
　

六
、九
八
七
、七
八
〇
円

貸
付
口
数
　

五
、七
六
〇
件

弁
済
金
額
　

六
、九
三
七
、五
五
〇
円

弁
済
口
数
　

五
、八二
八
件

西
新
井
公
益
質
屋

貸
付
金
額
　

五
、六
五
九
、〇
〇
〇
円

貸
付
口
数
　

四
、八
二
五
件

弁
済
金
額
　

五
、二
九
七
、六
〇
〇
円

弁
済
口
数
　

四
、七
四一
件

産

業
(

そ
の
二
)

昭
和
二
十
八
年
末
に
お
け
る
本
区

商
工
業
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ

る商
業商

店
数
　
　
　

八
、六
〇
四
店

従
業
者
数
　
一
二
、
七
三
四
人

工
業工

場
数
　
　
　
　
一
、八
八
二
件

従
業
者
数
　

二
七
、八
三
三
人


